
宇

議会だ よ り

提 出 議 案 と 審 議 結 果

結果案　　　件　　　名議案番号

可決
初山別村税条例の一部を改正する条例の制定につ

いて
議案第５４号

可決

初山別村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例の制定について

議案第５５号

可決
初山別村簡易水道事業の設置等に関する条例の制

定について
議案第５６号

可決
初山別村農業集落排水事業等の設置等に関する条

例の制定について
議案第５７号

可決

初山別村簡易水道事業の設置等に関する条例及び

初山別村農業集落排水事業等の設置等に関する条

例の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制

定について

議案第５８号

可決令和５年度一般会計補正予算（第６号）議案第５９号

可決
令和５年度国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）
議案第６０号

可決令和５年度介護保険特別会計補正予算（第３号）議案第６１号

可決
令和５年度後期高齢者医療保険特別会計補正予算

（第２号）
議案第６２号

可決
令和５年度簡易水道事業特別会計補正予算

（第４号）
議案第６３号

　
　
月
議
会
定
例
会
は
、　

月
　
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

１２

１２

１４

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
条
例
の
制
定
、
改
正
な
ど
　
件
で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案

１０

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
長
谷
川
議
員
、
三
谷
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
村
長
の
考
え
を
た

だ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
１
件
を
可
決
し
、
関
係
行
政
庁
へ
送
付
し
ま
し
た
。
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烏

議会だ よ り
　
　
条
例

■
初
山
別
村
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

→
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
改

正
。

■
初
山
別
村
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

→
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立

性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法

律
の
改
正
に
伴
う
改
正
。

■
初
山
別
村
簡
易
水
道
事
業

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

→
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用

に
伴
い
新
た
に
制
定
。

■
初
山
別
村
農
業
集
落
排
水

事
業
等
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定

→
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用

に
伴
い
新
た
に
制
定
。

■
初
山
別
村
簡
易
水
道
事
業

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
及

び
初
山
別
村
農
業
集
落
排
水

事
業
等
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

→
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用

に
伴
い
新
た
に
制
定
。

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計
（
第
６
号
）

→
８
８
９
８
万
７
千
円
を
追

加
し
、　

億
３
９
７
１
万
２

２７

千
円
に
。

【
自
治
振
興
費
】

垢
 髙
場
議
員

　
ふ
る
さ
と
納
税
現
時
点
の

状
況
は
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
　
月
末
時
点
で
、　

件
、

１１

３８

１
０
４
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

【
農
業
委
員
会
費
】

垢
 鎌
田
議
員

　
新
規
就
農
者
パ
ン
フ
の
配

付
先
は
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
新
規
就
農
フ
ェ
ア
で
配
付

を
行
う
。

【
学
校
管
理
費
】

垢
 鎌
田
議
員

　
エ
ア
コ
ン
の
工
事
費
は
。

茅
 大
西
教
育
次
長

　
特
に
電
気
工
事
と
な
る
が
、

修
繕
費
で
予
算
措
置
し
て
い

る
。

【
教
育
費
委
託
金
】

垢
 髙
場
議
員

　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活

動
体
制
整
備
事
業
費
委
託
金

で
、
活
動
体
制
を
ど
の
よ
う

に
整
備
す
る
の
か
。

茅
 大
西
教
育
次
長

　
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移

行
へ
の
、
地
域
協
議
体
制
整

備
に
対
し
て
の
も
の
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
３
号
）

→
　
万
１
千
円
を
追
加
し
、

７３
２
億
２
２
６
３
万
６
千
円
に
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第

３
号
）

→
７
４
５
万
７
千
円
を
追
加

し
、
２
億
１
４
３
０
万
２
千

円
に
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特

別
会
計
（
第
２
号
）

→
１
０
０
万
円
を
追
加
し
、

２
億
４
７
４
万
円
に
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

（
第
　
号
）

４４

→
１
１
５
万
円
を
追
加
し
、

１
億
５
６
８
５
万
４
千
円
に
。

　
　
選
挙
管
理
委
員

　
　
・
補
充
員
の
選
挙

　
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う

選
挙
の
結
果
、
次
の
方
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

○
選
挙
管
理
委
員

　
立
田
　
　
授
（
明
　
里
）

　
立
田
　
康
雄
（
千
代
田
）

　
立
田
　
尚
子
（
明
　
里
）

　
村
田
　
寿
宏
（
有
　
明
）

○
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
佐
古
　
　
大
（
初
山
別
）

　
佐
藤
　
孝
子
（
明
　
里
）

　
長
谷
川
雄
平
（
有
　
明
）

　
原
　
　
洋
己
（
初
山
別
）

　
　
意
見
書
案

■
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定

（
再
審
法
）
の
改
正
を
求
め

る
意
見
書

提
出
者
 三
谷
　
博
子
 議
員

賛
成
者
 斉
藤
　
勝
博
 議
員

賛
成
者
 長
谷
川
幸
廣
 議
員

　
　
臨
時
議
会

★
第
３
回
臨
時
会

（
　
月
　
日
）

１１

２４

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

→
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
給

料
表
、
期
末
・
勤
勉
手
当
を

引
き
上
げ
。

■
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例→
職
員
に
準
じ
、
議
員
の
期

末
手
当
を
引
き
上
げ
。

　
　
　
年
間
　
０
坩１
月
分

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

→
職
員
に
準
じ
、
村
長
、
副

村
長
、
教
育
長
の
期
末
手
当

を
引
き
上
げ
。

　
　
　
年
間
　
０
坩１
月
分

■
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例→
職
員
に
準
じ
、
給
料
を
引

き
上
げ
。

■
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手

当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例→
職
員
に
準
じ
、
期
末
手
当

を
引
き
上
げ
。

■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
【
令
和
５

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）】

→
７
１
０
万
円
を
追
加
し
、

　
億
５
０
０
８
万
円
に
。

２６■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）

　
万
５
千
円
を
追
加
し
、　

６４

２６

億
５
０
７
２
万
５
千
円
に
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

（
第
４
号
）

→
７
万
円
を
減
額
し
、
１
億

５
５
０
７
万
４
千
円
に
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
（
第
３
号
）

→
８
万
５
千
円
を
追
加
し
、

１
億
２
３
２
４
万
５
千
円
に
。

意

見

書

案

条

例

補

正

予

算

臨

時

議

会

選
挙
管
理
委
員
・

補
充
員
の
選
挙



羽

議会だ よ り
 

有
害
鳥
獣
捕
獲
従
事
者
対
策

つ
い
て

議
員
　
今
年
の
熊
の
出
没
、
目
撃

数
は
ニ
ュ
ー
ス
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
異
常

な
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
街
の
中
を
熊
が
う

ろ
つ
い
て
、
人
身
事
故
も
起

き
て
い
ま
す
し
、
農
作
物
な

ど
の
被
害
も
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

村
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
捕
獲
従
事
者
の
確

保
が
重
要
と
思
い
ま
す
。

　
村
長
の
考
え
を
お
聞
き
し

た
い
。

村
長
　
道
内
の
ヒ
グ
マ
の
生
息
数

は
、
平
成
２
年
度
の
調
査
で

推
定
５
埀２
０
０
頭
か
ら
令

和
２
年
度
の
調
査
で
は
、
推

定
１
１
埀７
０
０
頭
と
　
年
３０

で
倍
以
上
に
増
加
し
て
お
り

ま
す
。ま
た
、
人
身
被
害
に

お
い
て
も
、
本
年
５
月
の
上

川
管
内
幌
加
内
町
に
お
い
て

発
生
し
た
死
亡
事
故
を
は
じ

め
と
し
、
多
数
発
生
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。そ
の

様
な
状
況
の
中
で
、
北
海
道

で
は
、
令
和
４
年
度
に
人
身

被
害
の
防
止
、
人
里
へ
の
出

没
の
抑
制
及
び
農
業
被
害
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
北
海
道

ヒ
グ
マ
管
理
計
画
（
第
２
期
）

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
管

理
計
画
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
と
し
て
、
本
年
４
月
に
は
、

留
萌
振
興
局
管
内
ヒ
グ
マ
対

策
実
施
計
画
を
策
定
し
、
管

内
関
係
機
関
が
連
携
し
、
人

身
被
害
等
の
未
然
防
止
対
策

を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
一
方
、
村
に
お
き
ま
し
て

は
、
平
成
　
年
度
に
農
林
水

２６

産
業
等
の
被
害
防
止
を
目
的

と
し
、
初
山
別
村
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
を
設
置
し
、
村

外
の
者
も
含
め
隊
員
　
名
を

１２

委
嘱
し
、
被
害
の
未
然
防
止

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
　
年
３０

度
に
は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
従

事
者
育
成
の
た
め
、
初
山
別

村
有
害
鳥
獣
捕
獲
従
事
者
育

成
支
援
事
業
助
成
金
制
度
を

新
設
し
、
令
和
４
年
度
に
は
、

新
規
に
鉄
砲
を
所
持
す
る
方

へ
の
免
許
取
得
時
の
助
成
金

を
追
加
し
、
捕
獲
従
事
者
の

確
保
・
育
成
に
努
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
５
年

度
に
は
、
狩
猟
免
許
取
得
者

２
名
、
鉄
砲
所
持
許
可
者
１

名
が
新
た
に
加
わ
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
村
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
の
基
本
組

織
で
あ
る
、
北
海
道
猟
友
会

羽
幌
支
部
初
山
別
部
会
の
会

員
も
現
在
　
名
で
組
織
し
て

１０

お
り
ま
す
が
、
高
齢
化
や
半

数
以
上
が
農
業
者
で
あ
る
こ

と
で
、
農
繁
期
に
は
迅
速
な

対
応
が
困
難
な
状
況
で
あ
り
、

市
街
地
へ
の
出
没
時
等
に
迅

速
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

有
害
鳥
獣
捕
獲
従
事
者
の
確

保
・
育
成
は
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

過
般
　
月
４
日
の
議
会
全
員

１２

協
議
会
で
も
説
明
い
た
し
ま

し
た
が
、
令
和
６
年
度
よ
り

初
山
別
村
有
害
鳥
獣
捕
獲
従

事
者
育
成
支
援
事
業
助
成
金

制
度
の
見
直
し
・
拡
充
を
行

い
、
精
神
鑑
定
診
断
料
及
び

教
習
用
射
撃
用
実
包
購
入
費

の
限
度
額
の
撤
廃
と
新
規
に

猟
銃
等
を
購
入
す
る
場
合
に

　
万
円
を
上
限
と
し
た
助
成

５０金
を
追
加
し
、
捕
獲
従
事
者

の
確
保
に
支
障
と
な
っ
て
い

る
個
人
負
担
に
つ
い
て
、
実

質
無
償
で
所
持
で
き
る
制
度

と
し
て
改
正
す
る
と
と
も
に
、

機
会
あ
る
ご
と
に
助
成
金
制

度
の
説
明
会
等
を
実
施
し
、

制
度
周
知
の
徹
底
を
図
り
、

一
人
で
も
多
く
の
有
害
鳥
獣

捕
獲
従
事
者
の
確
保
・
育
成

に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

願
い
ま
す
。

一
問
一
答

議
員
　
従
事
者
が
増
え
な
い
場
合

の
考
え
は
。

村
長
　
北
海
道
、
管
内
連
携
し
危

機
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

議
員
　
村
職
員
が
資
格
を
取
り
従

事
者
と
な
る
の
は
。

村
長
　
確
保
策
の
考
え
の
中
に
は

入
っ
て
く
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
る
。

議
員
　
村
の
方
で
も
講
習
会
な
ど

を
開
き
、
周
知
願
い
た
い
。

一

般

質

問
長谷川　幸廣　議員

Ｑ 捕獲従事者

　  　　　 確保への取組みは

Ａ　助成金制度の見直しと
　　　　　　拡充により確保に努めたい

宮
本
　
村
長



迂

議会だ よ り
 

困
り
ご
と
に
対
し
て
の
支
援

に
つ
い
て

議
員
　「
相
談
支
援
」
を
中
核
に
、

経
済
的
自
立
だ
け
で
な
く
社

会
的
自
立
、
日
常
的
自
立
と

広
い
意
味
で
の
自
立
を
目
指

す
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
」
が
成
立
し
て
　
年
に
な

１０

り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
経
済
的
に

困
っ
て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、

心
に
問
題
を
抱
え
る
人
、
日

常
的
に
家
族
の
介
護
や
世
話

を
担
っ
て
い
る
人
も
対
象
に

な
る
と
法
律
上
で
認
め
ら
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
多
く
の

人
の
間
で
は
経
済
的
自
立
だ

け
が
強
調
さ
れ
、
身
近
な
も

の
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
村
で
は
、
一
人
世
帯
も
増

え
身
辺
に
相
談
で
き
ず
一
人

で
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
も

多
く
、
こ
れ
を
機
に
、
生
活

に
困
っ
て
い
る
人
を
対
象
に

し
た
「
相
談
会
」
を
開
い
て

村
民
が
抱
え
て
い
る
問
題
を

把
握
し
一
人
一
人
を
支
援
し

て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
村
民
の
社
会
的
な

居
場
所
づ
く
り
を
し
て
、
仲

間
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

村
長

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
」
は
平
成
　
年
に
成
立
し
、

２５

平
成
　
年
４
月
か
ら
「
生
活

２７

困
窮
者
自
立
支
援
事
業
」
が

開
始
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
事
業
は
、
第
２
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、

生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階

で
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
課
題
が

よ
り
複
雑
化
、
深
刻
化
す
る

前
に
自
立
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の

で
す
。
本
事
業
の
実
施
主
体

は
福
祉
事
務
所
と
な
り
、
管

内
で
は
留
萌
振
興
局
と
な
り

ま
す
。
村
に
お
い
て
は
、
留

萌
振
興
局
で
設
置
す
る
、
管

内
７
町
村
及
び
各
町
村
社
会

福
祉
協
議
会
、
他
関
係
各
機

関
で
構
成
さ
れ
る
「
生
活
困

窮
者
支
援
会
議
」
に
そ
の
構

成
員
と
し
て
参
画
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
ず
、
ご
質
問
１
点
目
の

生
活
に
対
す
る
困
り
ご
と
な

ど
の
「
相
談
会
」
を
開
催
し

村
民
の
問
題
を
把
握
し
一
人

一
人
支
援
し
て
は
と
の
ご
質

問
で
す
が
、
生
活
困
窮
対
策

と
し
て
の
相
談
会
は
、
留
萌

振
興
局
に
お
い
て
民
間
事
業

所
の
「
自
立
相
談
支
援
事
業

所
　
る
も
い
生
活
あ
ん
し
ん

セ
ン
タ
ー
」
に
業
務
委
託
し
、

毎
月
２
回
程
度
留
萌
管
内
各

町
村
に
お
い
て
開
催
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
中
で

の
村
の
関
わ
り
と
し
て
は
、

担
当
係
や
保
健
師
が
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
住
民
か
ら

事
前
に
相
談
を
受
け
た
場
合
、

こ
の
「
安
心
セ
ン
タ
ー
」
へ

つ
な
げ
る
役
割
を
担
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
支
援
制
度
の
仕
組
み

や
事
業
内
容
等
の
周
知
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
十

分
と
は
言
い
が
た
い
状
況
で

す
の
で
、
本
制
度
が
生
活
困

窮
者
の
自
立
促
進
に
つ
な
が

る
よ
う
、
実
施
主
体
、
関
係

団
体
と
連
携
を
密
に
し
、
丁

寧
で
わ
か
り
や
す
い
、
効
果

的
な
情
報
発
信
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
次
に
、
２
点
目
の
居
場
所

づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
の
支

援
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動

が
自
粛
さ
れ
て
た
期
間
も
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
、
さ
さ

え
愛
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
、
豊
岬
地
区
の
「
な

ん
も
な
ん
も
食
堂
」
を
は
じ

め
と
し
た
村
内
各
団
体
等
に

よ
る
食
の
提
供
に
よ
る
居
場

所
づ
く
り
な
ど
、
地
域
や
各

種
団
体
な
ど
が
協
力
し
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
居
場
所
づ
く
り
は
孤
立
し

な
い
た
め
の
重
要
な
役
割
を

果
た
す
も
の
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
様
々

な
視
点
か
ら
そ
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
願
い
ま
す
。

一
問
一
答

議
員
　
皆
が
集
ま
り
何
か
を
作
る
、

困
り
ご
と
を
話
す
場
所
を
作

る
こ
と
へ
の
考
え
は
。

村
長
　
居
場
所
が
あ
る
こ
と
は
孤

立
し
な
い
大
き
な
視
点
の
一

つ
に
な
る
と
思
う
。

議
員
　
い
ろ
い
ろ
な
活
動
の
場
と

し
て
、
ツ
・
ド
ウ
を
利
用
し

て
は
ど
う
か
。

村
長
　
今
ま
で
と
は
違
っ
た
視
点

で
、
村
の
施
設
を
そ
う
い
う

方
法
で
活
用
で
き
な
い
か
含

め
、
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い

て
、
深
め
て
考
え
て
い
き
た

い
。

一

般

質

問

Ｑ　困りごとに対し
①相談会を開催しては

②居場所づくりを実施しては

Ａ　①制度の周知、情報発信に努めたい
　　②重要と認識、あり方を検討したい

三谷　博子　議員
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委
 員
 長
　
斉
藤
　
勝
博

副
委
員
長
　
三
谷
　
博
子

委
　
　
員
　
髙
場
志
津
子

委
　
　
員
　
加
藤
　
一
裕

議
会
報
発
行

　
　
　
特
別
委
員
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
が
緩
和

さ
れ
、
初
の
師
走
及
び
新
年

を
迎
え
皆
様
如
何
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
？

　
し
か
し
な
が
ら
ま
だ
コ
ロ

ナ
感
染
者
が
い
る
状
況
で
あ

り
加
え
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

も
流
行
し
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

　
健
康
に
は
十
分
留
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
さ
て
我
が
家
の
年
賀
状
に

は
欠
礼
文
を
添
え
る
枚
数
が

年
々
増
え
て
い
る
事
に
気
付

き
ま
し
た
。

　
ラ
イ
ン
や
メ
ー
ル
で
済
ま

す
と
の
添
え
書
き
も
あ
り
ま

す
。
　
葉
書
代
も
値
上
が
り
す
る

と
の
こ
と
。

　
人
生
百
年
と
申
し
ま
す
が
、

そ
ろ
そ
ろ
我
が
家
も
考
え
る

と
し
ま
し
ょ
う
。

（
文
責
・
加
藤
　
一
裕
）

　
編
集
後
記

　
令
和
５
年
度
学
校
定
期
監

査
を
　
月
　
日
に
村
内
小
中

１１

１７

学
校
で
実
施
。

　
監
査
委
員
　
荒
木
　
　
隆

　
監
査
委
員
　
鎌
田
　
健
治

１
　
監
査
対
象

・
令
和
４
、
５
年
度
配
分
予

算
実
行
状
況
。

・
施
設
の
管
理
状
況
、
備
品

整
理
保
管
状
況
、
理
科
薬
品

等
の
保
管
状
況
。

２
　
監
査
結
果
報
告

・
配
分
予
算
の
執
行
状
況
、

伝
票
経
理
事
務
、
各
備
品
台

帳
の
整
理
、
備
品
の
整
理
、

保
管
は
、
概
ね
適
正
に
執
行

さ
れ
て
い
る
と
認
め
ま
し
た
。

・
校
舎
内
の
管
理
、
清
掃
等

は
、
適
正
と
認
め
ま
し
た
。

・
理
科
薬
品
、
器
具
類
等
の

整
理
、
保
管
は
、
適
正
と
認

め
ま
し
た
。

　
木
村
健
一
議
長
が
、　

年
１２

以
上
議
長
と
し
て
在
職
し
、

地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
、
総
務
大

臣
か
ら
表
彰
さ
れ
、
三
谷
副

議
長
か
ら
表
彰
状
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

学
校
定
期
監
査

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

総
務
大
臣
表
彰

議　　会　　の　　う　　ご　　き
全国町村議会議長全国大会及び管内議長会行政視察（議長・東京都、高知県）２８～

１２／１１１　　　月

１２　　　月羽幌町外２町村衛生施設組合議会臨時会（髙場議員・羽幌町）６

議会運営委員会（委員長外委員多数及び議長）

議会全員協議会（議長外議員多数）
４

例月出納検査（監査委員）１０

学校定期監査（監査委員）１７

例月出納検査（監査委員）１３北海道後期高齢者医療広域連合議会定例会（議長・札幌市）２０

第４回定例会（議長外全議員）１４北海道町村議会議員公務災害補償等組合議会臨時

会（議長・札幌市）

北海道町村議会議長会理事会（議長・札幌市）

２１
１　　　月

二十歳のつどい（議長外議員多数）４羽幌町外２町村衛生施設組合議会定例会

（髙場議員・羽幌町）

北留萌消防組合議会定例会（斉藤議員・羽幌町）

２２

初山別救難所出初式（議長外議員全員）

初山別村消防団出初式（議長外議員全員）
７

第３回臨時会（議長外全議員）

総務経済常任委員会所管事務調査

（委員全員及び議長）

議会改革特別委員会（委員全員）

２４ 議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）１６

例月出納検査（監査委員）１７




